

　

この訪問看護サービス重要事項説明書は、利用者の方が当訪問看護サービスを受けられるに際し、あら
かじめ利用者様やその家族様等に運営規定の内容や勤務体制、その他重要事項をご説明するものです。
１．当施設の概要

法人名　　黒川地域行政事務組合

所在地　　黒川郡大和町吉岡字下町１５番地の１
電話番号　０２２―３４５―１５４１

代表者名　理事会理事長　浅野　俊彦
２．事業所の概要
（1） サービスを提供する事業所の概要

	事業所名
	くろかわ訪問看護ステーション

	所在地
	黒川郡大和町吉岡字西桧木６０番地

	電話番号
	022－347－1677

	介護保険指定番号
	0462790023

	管理者及び連絡先
	鈴木　文枝　022－347－1677

	サービスを提供する地域
	黒川地域（富谷市、大和町、大郷町、大衡村）


＊上記地域以外の方でもご希望の方はご相談ください。

（2） 同事業所の職員体制

	
	資格
	常勤
	非常勤
	業務内容
	計

	管理者
	看護師
	１名
	
	業務・人事管理
	１名

	従業員
	看護師
	６名
	　　
	看護ケア
	６名

	
	事　務
	１名
	
	事務一般
	１名


（3） サービスの提供時間

　毎月曜日～金曜日　8時30分から午後5時00分、毎土曜日8時30分から0時30分、
ただし国民の祝日・12月29日から1月3日までは休業となります。
３.　事業の目的と運営の方針

（１）事業の目的

訪問看護事業の適切な運営を確保する為に人員、組織及び運営管理に関する事項を定め、住みなれた地域社会・居宅において主治医が訪問看護の必要性を認めた利用者に対して日常生活を営む為に適正な訪問看護を提供することを目的とします。

（２）運営の方針

①訪問看護師は利用者の特性を踏まえて、可能な限りその居宅において、その能力に応じ自立した日常生活を営むことが出来るよう、その療養生活を支援し、心身の機能の維持回復を目指して支援します。

②訪問看護の実施に当たっては、居宅介護支援事業者、介護予防支援事業者、関係市町村、地域の保健・医療福祉機関との密接な連携を図り、総合的なサービスの提供に努めます。
③訪問看護の提供については、目標達成の度合いやその効果等について評価を行なうとともに、訪問看護計画の修正を行い改善を図ります。

　④訪問看護の提供に当たっては、親切丁寧に行なうことを旨とし、利用者または家族に対し、療養上の必要な事項について理解しやすいように助言又は説明を行ないます。

⑤質の良い訪問看護サービスを提供するため職員の研修を継続的に行い、資質の向上を図ります。
４．サービスの内容

　　事業者が利用者のお宅に看護師を派遣し、利用者の主治医の指示および訪問看護計画に基づきサービスを提供します。

（１）病状・障がい・全身状態の観察　　　　　　　　　　（６）認知症患者の看護
（２）清潔の保持、食事及び排泄などの日常生活の支援　　（７）療養生活や介護方法の指導・相談
（３）褥瘡の予防・処置　　　　　　　　　　　　　　　　（８）カテーテル等の管理

（４）リハビリテーション　　　　　　　　　　　　　　　（９）その他医師の指示による医療処置

（５）ターミナルケア
５.　利用料金   
（１）利用料（別紙料金表参照）
　　　　基本利用料として健康保険法または高齢者医療確保法及び介護保険法に規定する厚生労働大臣が定める額の支払いを利用者から受け取るものとします。利用者は訪問看護ステーション料金表（別紙）に定めた訪問看護サービスに対する所定の利用料及びサービスを提供する上で別途必要になった費用の負担をしていただきます。

（２）交通費

前記２の（１）のサービスを提供する地域（黒川郡内、富谷市）の方は無料です。

それ以外の方は下記の通り、交通費の実費が必要です。

・公的交通機関の場合　　　　実費

・夜間などタクシーの場合　　実費

・自動車の場合（黒川郡境からの距離で積算）　　１km当たり５０円

（３）その他

①利用者の住まいでサービスを提供するために使用する、水道、ガス、電気、物品等の
費用は利用者の負担になります。

②料金のお支払方法

毎月、１５日までに前月分の請求をいたしますので、月末までにお支払ください。お支払いいただきますと、領収書を発行いたします。お支払方法は、医療費後払い申込または公立黒川病院会計窓口へ請求書を添えてお支払ください。
６.　緊急時の対応方法

　　　サービス提供中に容態の変化等があった場合は、事前の打合せにより、主治医、救急隊、親族、居宅介護支援事業所へ連絡をいたします。

７.　秘密保持と個人情報の保護に関する事項
（１）事業者及び事業者の使用する者（以下「従業者」という。）は、サービス提供をする上で知り得
た利用者及びその家族の秘密を正当な理由なく、第三者に漏らしません。尚、この守秘義務は従業
者退職後及び本契約終了後も同様とします。
（２）事業者は、利用者から予め同意を得ない限り、サービス担当者会議等において、利用者または家
　　族等の個人情報を用いません。
（３）事業者は、利用者及びその家族に関する個人情報が含まれる記録物（紙によるものの他、電磁的
　　記録を含む。）については、善良な管理者の注意をもって管理し、また処分の際にも第三者への漏
洩を防止するものとします。
（４）事業者は、利用者に医療上、緊急の必要性がある場合には医療機関等に利用者に関する心身の状
　　況を提供できるものとします。
８．　事故発生時の対応に関する事項
（１）事業者は、利用者に対するサービス提供により事故が発生した場合には、速やかに市町村、利用者
　　の家族、サービス事業所、主治医に連絡を行うとともに、必要な措置を行います。また、事故の原因
を解明し、再発生を防ぐための対策を講じます。

（２）事業者は、サービス提供に伴って、事業者の責めに帰すべき事由により賠償すべき事故が発生
　　した場合には、速やかに損害賠償を行います。ただし、事業者に故意、過失がない場合はこの限
りではありません。
９．　ハラスメント対策に関する事項
（１）事業者は、適切な本サービス提供を確保する観点から、職場において行われる性的な言動又は優越
　　的な関係を背景とした言動であって業務上必要かつ相当な範囲を超えたものにより従業者の就業環
境が害されることを防止するための方針の明確化等の必要な措置を講じます。
（２）利用者またはその家族等による従業者への身体的暴力、精神的暴力やセクシャルハラスメントがな
　　された場合、双方の信頼関係が著しく損なわれ、改善する見込みがない場合、契約の解除等を行う場
合があります。
１０．　身体拘束に関する事項
　事業者は、原則として利用者に対して身体拘束を行いません。ただし、自傷他害等のおそれがある場合な
ど、利用者本人又は他人の生命・身体に対して危険が及ぶことが考えられる時は、利用者に対して説明し
同意を得た上で、次に掲げることに留意して、必要最小限の範囲内で行うことがあります。その場合は、
身体拘束を行った日時、理由及び対応等についての記録を行います。また、事業者として身体拘束をなく
していくための取り組みを積極的に行います。
（１）緊急性…直ちに身体拘束を行わなければ、利用者本人又は他人の生命・身体に危険が及ぶことが考え
　　られる場合に限ります。
（２）非代替性…身体拘束以外に、利用者本人又は他人の生命・身体に対して危険が及ぶことを防止することができない場合に限ります。
（３）一時性…利用者本人又は他人の生命・身体に対して危険が及ぶことがなくなった場合は、直ちに身体
　　拘束を解きます。
１１．　虐待防止に関する事項
事業者は、虐待の発生又はその再発を防止する為、次に揚げるとおり必要な措置を講じます。
（１）虐待防止のための対策を検討する委員会を定期的に開催するとともに、その結果について従業者に
　　十分に周知します
（２）成年後見制度の利用を支援します。
（３）虐待の防止のため指針を整備します。
（４）従業者に対する虐待防止を啓発・普及するための研修を実施します。
（５）サービス提供中に、当該事業所従業者又は養護者（現に養護している家族・親戚・同居人等）によ
　　る虐待を受けたと思われる利用者を発見した場合は、速やかにこれを市町村に通報します。
（６）前五号に掲げる措置を適切に実施する為の担当者を配置します。
虐待防止対策担当者：鈴木　文枝　
１２．　非常災害対策に関する事項
（１）事業所に災害対策に関する担当者（防火管理者）を置き、非常災害対策に関する取り組みを行いま
す。

（２）非常災害に関する具体的計画を立て、非常災害時の関係機関への通報及び連携体制を整備し、それ
　　らを定期的に従業者に周知します。

（３）非常その他の緊急事態に備え、執るべき措置について事業継続計画を策定し、従業者及び利用者に
　　周知徹底を図ります。従業者に対して定期的に研修、訓練を行います。
１３．　感染症の予防及びまん延防止対策に関する事項
（１）感染対策委員会を設置します。
（２）平常時の対策及び発生時の対応を規程し「感染対策の指針」を策定します。
（３）「感染対策マニュアル」に沿って予防対策を講じます。
（４）指定感染症の発生時において、事業継続計画を策定し、従業者及び利用者に周知徹底を
図ります。
従業者に対して定期的に研修等を行います。
（５）感染症蔓延及び災害発生時は、その規模や被害状況により通常の業務を行えない可能性があります。
災害時の情報、被害状況を把握し安全を確保した上で、利用者の安否確認や支援、主治医や関係機関
との連携、必要時の訪問を行います。
１４．　サービスに関する苦情や相談窓口
	当事業所相談
窓口・担当者
	くろかわ訪問看護ステーション（所長　鈴木文枝）ＴＥＬ022‐347－1677

公立黒川病院（事務部長　田波雄大）ＴＥＬ　022－345－3101

	市町村介護保険相談窓口
	大和町　022-345-7221 　大郷町　022-359-5507
富谷市　022-358-0513　　大衡村　022-345-0253

	国民健康保険
団体連合会
	宮城県国民健康保険団体連合会（介護保険課）
宮城県自治会館５～６階　ＴＥＬ022-222-7170


１５．キャンセルについて

　　サービスの利用を中止する際には、前日までに当事業所にご連絡下さい。キャンセル料は無料です。
１６．その他

当訪問看護ステーションにおいて、看護学生の臨地実習受け入れ施設として協力をしております。看護教育の必要性をご理解いただきご協力をお願い致します。なお、同行訪問する際は事前にご連絡いたします。
（乙）

上記の通り、訪問看護の提供開始にあたり、利用者に対して契約書および本書面に
基づいて重要な事項を説明いたしました。

居宅サービス事業者

黒川郡大和町吉岡字西桧木６０番地

くろかわ訪問看護ステーション　　所長　鈴木　文枝　　（印）

説明者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（甲）

私は、契約書および本書面により、事業所から訪問看護について重要事項の説明を
受けました。

利　用　者

住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
家　族（代　理　人）
住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
令和　　　年　　　月　　　日
指定訪問看護・介護予防訪問看護　　
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